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成果概要 

 セルロースは天然に豊富に存在する多糖類であり、精密に制御された一方向巻き

のらせん構造を有する光学活性高分子である。これまでに、セルロースの側鎖構造

を適切に化学修飾することで実用的な高速液体クロマトグラフィー用キラル固定

相になり得ることが見いだされている。しかし、セルロース誘導体の優れた不斉認

識能をキラル固定相以外の分野へ活かした報告例は少ない。本研究では、セルロー

スのキラリティーを不斉源に利用した新たなキラル材料の開拓を目指し、「蛍光キ

ラルセンシング材料」への応用について検討を行った。具体的には、ベンゾジチオ

フェンユニットを側鎖に導入した蛍光性セルロース誘導体の「不斉選択的な消光特

性」を利用した蛍光キラルセンシングについて検討を行った。 その結果、得られ

たセルロース誘導体は、ヘキサンを含有する溶媒中、ニトロフェニル基を導入した

点不斉、軸不斉、及び面不斉化合物に対して、不斉選択的な消光応答性を示すこと

を見いだした。さらに、当該ポリマーフィルムを用いた目視による蛍光キラルセン

シングにも成功している。また、単糖系モデル化合物との比較から、セルロース誘

導体のらせん構造が本センシング能の発現に非常に重要な役割を果たしているこ

とが分かった。 

 さらに、セルロース誘導体の不斉識別を全反射型蛍光顕微鏡(TIRFM)による蛍光

イメージングで高感度検出することに成功した。TIRFM を用いればエバネッセン

ト光で照明された試料からの蛍光を１分子検出できる。今後は、不斉識別のダイナ

ミクスを TIRFM による１分子イメージングでビデオ観察し、キラルセンシングの

超高速応答と超高感度化の実現へと展開する。 
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